
０４伽
漢
蘭
折
衷
派
に
属
す
る
本
間
棗
軒
（
一
八
○
四
～
一
八
七
三

号
は
、
華
岡
青
洲
に
ま
な
び
外
科
の
名
手
と
し
て
き
こ
え
た
が
、

１霊
『
内
科
秘
録
』
（
一
八
六
四
）
の
名
著
も
あ
る
。

０謡
わ
た
し
は
「
日
本
精
神
科
医
療
史
』
（
医
学
書
院
・
東
京
、
二
○

志
○
三
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
金
子
準
二
『
日
本
精
神
病
学
書

一
言
印辮

史
江
戸
以
前
篇
・
江
戸
篇
』
（
日
本
精
神
病
院
協
会
・
東
京
、
一

躍
九
六
五
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
心
気
病
の
記
載
を
中
心
に
紹
介
し

脾
た
。
今
回
『
内
科
秘
録
』
全
一
四
巻
の
現
物
を
手
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
艤
狂
説
を
紹
介
し
た
い
。

総
論
で
あ
る
巻
之
一
に
は
「
脳
ハ
精
神
ノ
舎
ル
所
知
覚
ノ
出
ヅ

ル
所
」
と
し
る
し
、
巻
末
の
脳
図
に
は
「
脳
者
。
造
二
霊
液
一
・

以
発
二
精
神
一
・
耳
目
口
鼻
。
四
肢
百
骸
之
知
覚
運
動
。
尽
本

焉
・
」
と
、
西
説
の
脳
説
を
と
り
い
れ
て
い
る
。
巻
之
二
で
は
、
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本
間
棗
軒
「
内
科
秘
録
」
に
み
る
艤
狂
説

岡

田
靖
雄

傷
寒
の
さ
い
の
症
状
精
神
疾
患
が
よ
く
え
が
き
だ
さ
れ
て
い
る
。

お
な
じ
く
巻
之
二
で
、
中
風
は
実
は
二
病
で
あ
る
と
し
、
風
邪
の

中
風
を
半
身
不
遂
の
中
風
と
わ
け
て
天
行
〔
流
行
性
〕
中
風
と
よ

ん
で
い
る
。
巻
之
四
の
中
風
の
と
こ
ろ
で
は
、
「
中
風
ハ
即
脳
及

神
経
ノ
病
ナ
リ
」
と
と
き
、
さ
ら
に
「
中
風
・
澗
証
ハ
古
ョ
リ
判

然
ト
シ
テ
ニ
病
一
一
分
ケ
タ
レ
ト
モ
実
ハ
ー
病
ナ
ル
ヘ
シ
少
壮
ノ
時

二
発
ス
ル
ト
キ
ハ
滴
ノ
諸
証
ヲ
見
ハ
シ
老
衰
二
及
テ
発
ス
ル
ト
キ

ハ
中
風
ノ
諸
証
ヲ
発
ス
ル
ナ
リ
書
ハ
驚
澗
ハ
ー
病
ナ
レ
ト
モ
長
幼

二
因
テ
其
見
証
異
同
ア
レ
ハ
」
な
ど
と
し
る
す
。

巻
之
五
は
も
っ
ぱ
ら
輝
狂
関
係
に
あ
て
ら
れ
て
い
て
、
健
忘
、

眩
運
、
〔
嗅
覚
変
調
〕
、
麻
痒
、
癩
澗
、
石
森
、
狂
、
邪
崇
、
心
気

病
に
つ
き
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
麻
痒
は
「
中
風
痛
証
ノ
微
漸
二
属

ス
」
と
か
き
だ
さ
れ
て
い
る
。
羅
澗
は
「
其
因
多
ク
ハ
父
母
ノ
遺

筆
ヲ
受
ケ
血
脈
ヲ
引
テ
発
ス
ル
者
ナ
リ
」
と
、
遺
伝
因
が
主
張
さ

れ
て
い
る
。
陽
澗
は
急
証
と
あ
る
が
、
そ
の
記
載
は
ほ
ぼ
大
発
作

で
あ
る
。
緩
証
の
陰
澗
の
記
載
は
、
部
分
発
作
、
舞
踏
病
（
こ
の

名
で
で
て
い
る
）
、
チ
ッ
ク
な
ど
を
ふ
く
む
。
狂
は
「
病
ノ
変
証
ニ

シ
テ
即
チ
脳
病
ナ
リ
」
。
急
発
の
陽
狂
は
興
奮
状
態
で
、
一
見
お

も
い
よ
う
だ
が
、
治
す
る
者
が
す
ぐ
な
く
な
い
。
緩
発
の
陰
狂
は
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抑
う
つ
状
態
、
被
害
妄
想
状
態
が
前
景
に
あ
る
も
の
で
、
か
る
い

よ
う
だ
が
治
す
る
者
ま
れ
で
あ
る
。
邪
崇
を
本
間
は
否
定
し
、
狐

葱
ハ
狂
澗
ノ
変
証
」
と
と
く
。
狐
体
は
大
で
人
身
に
は
い
る
は
ず

が
な
い
の
で
あ
る
。

心
気
病
の
記
載
は
と
く
に
注
目
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
「
稟

賦
強
健
ナ
レ
ト
モ
自
ラ
虚
脆
ト
為
シ
無
病
ナ
レ
ト
モ
自
ラ
有
病
卜

為
シ
テ
深
ク
之
ヲ
憂
上
若
シ
眉
一
毛
ニ
テ
モ
脱
ス
ル
ト
キ
ハ
痛
風

ト
為
シ
或
ハ
風
邪
ニ
テ
刻
嗽
シ
テ
モ
労
ト
思
上
」
、
「
飲
食
ス
ル
ト

キ
ハ
頭
中
二
入
テ
腸
胄
一
一
下
ラ
ス
ト
云
者
ア
リ
」
、
「
此
証
一
タ
ヒ

床
辱
二
臥
ス
ニ
及
テ
モ
診
シ
タ
ル
所
ニ
テ
ハ
何
等
ノ
脈
証
モ
無
ク

平
生
二
異
ナ
ラ
ス
然
し
ト
モ
起
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
な
ど
と
、
抑
う

つ
的
な
心
気
病
の
状
態
を
的
確
に
え
が
き
だ
し
て
い
る
。
呉
秀
三

が
、
そ
れ
ま
で
訳
語
の
な
か
っ
た
ヒ
ポ
コ
ン
ド
リ
ー
に
「
心
気

症
」
を
あ
て
た
出
典
が
こ
れ
で
あ
る
。
た
だ
本
間
は
、
「
心
気
病
」

と
い
い
な
が
ら
、
「
心
気
」
の
語
も
同
義
に
つ
か
っ
て
い
る
。
だ

が
、
本
間
が
ひ
く
『
素
問
」
あ
る
い
は
、
「
金
置
要
略
方
論
」
を

み
て
も
、
生
理
的
な
も
の
で
あ
る
心
気
の
萎
、
虚
が
病
態
な
の
で

あ
る
。
本
間
と
お
な
じ
よ
う
に
現
代
の
精
神
医
学
者
も
、
心
気
症

の
意
で
、
「
心
気
」
の
語
を
つ
か
っ
て
、
ま
ぎ
わ
ら
し
い
。

巻
之
八
の
積
聚
に
あ
る
奔
豚
気
は
、
「
実
ハ
燗
ノ
ー
証
ナ
リ
」
、

ヒ
ス
テ
リ
ー
球
だ
ろ
う
。
巻
之
十
二
の
小
児
の
と
こ
ろ
に
、
「
驚

風
・
癩
病
・
中
風
ノ
三
症
ハ
同
病
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
あ
る
。
そ
の
ほ

か
中
酒
、
驚
怖
死
、
鬼
魔
、
解
顔
、
語
遅
、
行
遅
、
唖
な
ど
の
記

載
も
あ
る
。

こ
う
し
て
本
間
は
、
中
風
も
願
狂
も
脳
・
神
経
の
病
い
で
一
病

と
し
、
あ
る
い
は
心
気
病
も
「
脳
病
ニ
シ
テ
病
ノ
変
証
ナ
リ
」
と

す
る
な
ど
、
か
れ
が
批
判
的
に
か
く
香
川
修
庵
の
「
澗
者
驚
露
狂

之
総
名
」
に
に
る
。
ま
た
、
脳
病
説
を
と
る
が
、
病
証
記
載
や
薬

ま
ん
だ
ら
け

方
は
従
来
医
学
の
も
の
が
主
で
あ
る
。
風
茄
子
（
「
世
二
売
買
ス
ル

狂
ノ
薬
」
と
あ
る
）
お
よ
び
阿
芙
蓉
液
の
使
用
は
あ
た
ら
し
い
も

の
か
。
心
気
病
の
治
療
に
は
、
「
第
一
二
権
道
ヲ
以
テ
心
気
ヲ
一

変
ス
ル
ヲ
良
策
ト
ス
」
と
あ
る
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
・
東
京
）


